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(滝塚知典）Ｉー186

3.9.2　プラズマ壁相互作用の基礎過程

(清水勝宏)Ⅰ-188

3.9.3　ダイバータプラズマ( 朝倉伸幸)Ⅰ-190
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(岡野邦彦)Ⅰ-212
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4.3.3　ヘリウム冷却ブランケットの

基本構成と設計　　( 飛田健次)Ⅰ-218
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(佐藤　聡)Ⅰ-220
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(河村繕範)Ⅰ-225
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4.5.1　核融合炉における主要な中性子反応
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4.5.2　核融合炉の中性子・γ線遮蔽

(落合謙太郎)Ⅰ-227

4.5.3　核融合用中性子核データ

(今野　力)Ⅰ-228

4.6　 超伝導マグネット工学

4.6.1　超伝導マグネットの構成(全体シス

テム構成,   TF コイル，PF コイル，

CS)　　　　　　　( 小泉徳潔)Ⅰ-230

4.6.2　低温および高温超伝導体

(三戸利行)Ⅰ-231

4.6.3　超伝導導体(基本構造，超伝導特性)

(高橋良和)Ⅰ-232

4.6.4　超伝導コイル(構造設計，熱流体設計，

電気絶縁設計)

(西村　新，木津　要)Ⅰ-234

4.6.5　周辺技術　　　　　( 柳　長門)Ⅰ-236

4.7　核融合炉の遠隔保守技術

4.7.1　炉内遠隔保守の基本的考え方

(柴沼　清)Ⅰ-238

4.7.2　遠隔保守用軌道ビークル型マニピュ

レータの機能と動作( 武田信和)Ⅰ-240

4.7.3　ブランケットとダイバータの定期交換

(柴沼　清)Ⅰ-24Ⅰ

4.8　中性粒子ビーム入射加熱工学

4.8.1　中性粒子ビーム入射加熱システム

の機能と構成　　( 井上多加志)Ⅰ-242

4.8.2　イオン源工学　　　( 竹入康彦)Ⅰ-243

4.8.3　イオン源ビーム工学

(柏木美恵子)Ⅰ-244

4.8.4　高電圧技術　　　　( 渡邊和弘)Ⅰ-245

4.9　 高周波加熱工学

4.9.1　電子サイクロトロン波加熱システム

の機能と構成　　　( 久保　伸)Ⅰ-246

4.9.2　ジャイロトロンの原理と物理

(坂本慶司)Ⅰ-247

4.9.3　イオンサイクロトロン加熱システム

(熊沢隆平)Ⅰ-248

4.9.4　低域混成波加熱・電流駆動システム

(関　正美)Ⅰ-249

4.10　燃料循環工学

4. 10. 1　重水素，トリチウムの性質と製造

(奥野健二)Ⅰ-250

4. 10. 2　燃料入射系の機能と構成

(坂本隆一)Ⅰ-251

4.10. 3　燃料の回収システム

(深田　智)Ⅰ-252

4. 10. 4　燃料の同位体分離と貯蔵

(杉山貴彦)Ⅰ-253

4.11　核融合炉の安全工学

4.11. 1　安全上の特徴と安全確保上の留意点

(多田栄介)Ⅰ-254

4.1Ⅰ.2　放射性物質の閉じ込め

(閨谷　譲)Ⅰ-256

4.12　 核融合炉の廃棄物処分

4.Ⅰ2.Ⅰ　核融合装置から出てくる廃棄物

(宮　直之)Ⅰ-258

4.12. 2　廃棄物処分の考え方(榎田洋一)Ⅰ-259

4.12. 3　クリアランス物　( 宮　直之)Ⅰ-260

4.13　 核融合炉の運転

4.13.1　核融合装置の運転・制御実績

(JT-60 とＬＨＤ)

(栗原研一，山田弘司)Ⅰ-262

4.13. 2　核融合炉の起動試験，定期点検，

計画外停止　　　( 栗原研一)Ⅰ-264

4.14　 核融合炉の建設と展望

4. Ⅰ4. 1　ＩＴＥＲの計画　　( 杉本　誠)Ⅰ-266

4. 14. 2　核融合開発のロードマップ検討

(岡野邦彦)Ⅰ-267

５章　核融合炉材料工学

編集担当：室賀健夫

5.1　核融合システムと材料

5.1.1　核融合システムと材料(木村晃彦)Ⅰ -270

5.Ⅰ.2　構造材料( 實川資朗，室賀健夫)Ⅰ-272

5.1.3　プラズマ対向材料　( 上田良夫)Ⅰ-273

5.Ⅰ.4　各種機能材料　　　( 西谷健夫)Ⅰ-274

5.1.5　材料のモデリング

(森下和功，渡辺淑之)Ⅰ-275

5.2　ブランケット構造材料

5.2.Ⅰ　照射損傷の過程と材料課題

(谷川博康)Ⅰ-276

5.2.2　フェライト・マルテンサイト鋼

(芝　清之，笠田竜太)Ⅰ-278

5.2.3　SiC/SiC 複合材料の核融合炉への適用

(檜木達也)Ⅰ-280

5.2.4　バナジウム合金　　( 長坂琢也)Ⅰ-281

5.2.5　酸化物分散強化(ＯＤＳ)フェライト鋼

(鵜飼重治)Ⅰ-282

5.2.6　材料の低放射化　　( 田中照也)Ⅰ-283

5.3　プラズマ対向材料

5.3.Ⅰ　プラズマによる損傷過程

(山内有二)Ⅰ-284

5.3.2　タングステン対向材料

(栗下裕明)Ⅰ-286

5.3.3　低原子番号(z) 対向材料

(渥美寿雄)Ⅰ-287

5.4　ブランケット機能材料

5.4.1　トリチウム増殖材料( 寺井隆幸)Ⅰ-288

5.4.2　中性子増倍材料　　( 中道　勝)Ⅰ-289

5.4.3　冷却材との両立

(廣瀬貴規，近藤正聡)Ⅰ-290

5.4.4　ブランケット構造材料への

コーティング　　　( 鈴木晶大)Ⅰ-29Ⅰ

5.5　大型構造材料

5.5.1　遮蔽材料，マグネット構造材料

(助川篤彦, 濱田一弥)Ⅰ-292

5.5.2　放射化物の物量低減( 飛田健次)Ⅰ-293

5.6　材料照射試験

5.6.1　核融合中性子照射試験装置(ＩＦＭＩＦ)

(杉本昌義)Ⅰ-294

5.6.2　原子炉　　　　　　( 四竃樹男)Ⅰ-296

5.6.3　荷電粒子照射　　( 長谷川　晃)Ⅰ-297

5.6.4　微小試験片技術と規格化

(若井栄一)Ⅰ-298

5.6.5　材料開発ロードマップ

(室賀健夫)Ⅰ-299
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